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江崎グリコの環境取り組み
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【ごあいさつ　地球環境問題に貢献していくために】

　昨今、地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、森林破壊などに象徴されているように、地球環境問題は深刻さを増し、

現在の私たちの生活や、子供たちの未来にとって大きな影響を与えることが心配されています。

　江崎グリコは大正１１年２月の赤い箱のグリコを発売以来、常に企業理念「おいしさと健康」に基づいてあらゆる

世代、あらゆる国の人々に対して何ができるのか考え続けてきました。

　地球環境問題に関しても、私たちに何ができるのかを考え、一歩一歩貢献していくため、２０００年２月１０日、

江崎グリコグループ環境方針を制定しました。

　今後はこの環境方針のもと、全社員で地球環境（保全）活動に取り組んでいきたいと考えております。

江崎グリコ（株）代表取締役社長

江崎勝久

【江崎グリコグループの環境マネジメントの考え方】

　江崎グリコ グループは、地球規模での環境問題の顕在化、廃棄物処理の問題、社会全体の環境意識の高まりなど

から、より地球環境問題に対して体系的に対応することが必要だと考えています。

　そこで私たちは、自ら定めた環境方針のもと、定められた法や規制を遵守し、継続的に環境負荷を低減しながら、

環境保全活動を推進し、企業理念の実現を図るため、ISO14001の要求事項に基づいた環境マネジメントシステムを構

築し、運用することとしました。

　さらに環境取り組みは工場ごとの活動だけではなく、設計・開発・研究から販売活動に至るまでの過程において取

り組むべきという考えから、1999年11月には大阪工場、2000年12月本社（研究、開発部門含む）および江崎グリコグ

ループの全製造工場、2001年11月営業部門を含めた日本国内の全拠点でISO14001の認証を一括取得しました（マルチ

サイト方式）。

　この環境マネジメントシステムは、全体的なマネジメントシステムの一部とし、他のマネジメントシステムと相関

するように運営していきます。

　これからは江崎グリコグループの環境取り組みを広くお知らせし、みなさまの声をお聞きしながら、永続的に発展

する社会に貢献するために、環境取り組みを進めてまいります。みなさまのご支援をお願いします。
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【グループ全体で進める環境取り組み】
　江崎グリコグループは、江崎グリコ株式会社および下記の関連会社の業務全般で環境取り組みを進めています。

　業務活動には、製品開発、研究開発、設備設計、生産、設備管理、営業、広報、経営企画、経理、お客様対応、

情報管理、物流管理などすべての業務、活動を含んでいます。

　

※福島グリコは０３年７月に閉鎖しました
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江崎グリコ（株）

本社

全営業拠点

主な関連会社

北海道グリコ株式会社（北海道恵庭市）

仙台グリコ株式会社（宮城県加美郡）

福島グリコ株式会社（福島県双葉郡）※

茨城グリコ株式会社（茨城県那珂郡）

東京グリコ株式会社（東京都大田区）

武生グリコ株式会社（福井県武生市）

三重グリコ株式会社（三重県津市）

関西グリコ株式会社（大阪市西淀川区）

神戸グリコ株式会社（神戸市西区）

兵庫グリコ株式会社（兵庫県多可郡）

鳥取グリコ株式会社（鳥取県西伯郡）

九州グリコ株式会社（佐賀県佐賀市）

グリコ千葉アイスクリーム株式会社（千葉県野田市）

グリコ兵庫アイスクリーム株式会社（兵庫県三木市）

株式会社グリコ物流サービス（神戸市西区）



【組織と役割】

江崎グリコグループでは、以下のような組織と役割で環境取り組みを進めています。
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最高経営層

環境管理責任者

環境目的および環境行動計画

の検討など

環境マネジメントシステムの

構築、実施、維持管理を行う

ための環境管理責任者の補佐

など

ISO14001推進部会

　　　　　　　　　　環境管理責任者　（ISO14001推進部会事務局）

開発・資材関連副環境管理責任者　（開発資材関連部会員）

　生産関連副環境管理責任者　（生産関連部会員）

　菓子営業関連副環境管理責任者　（菓子営業関連部会員）

　冷菓営業関連副環境管理責任者　（冷菓営業関連部会員）

　食品営業関連副環境管理責任者　（食品営業関連部会員）

　研究関連副環境管理責任者　（研究関連部会員）

        教育訓練関連副環境管理責任者  （教育関連部会員）

  事務関連副環境管理責任者　（事務関連部会員）

（　）内は責任者の補佐

・環境マニュアルの承認

・環境方針の決定および見直し

・環境マネジメントシステムの運営管理に必要な人員、

設備、資金の用意など

・環境マニュアルの改訂、承認

・規格の要求事項に適合した環境マネジメントシステム

の構築、実施、維持管理など
内部環境監査事務局

内部環境監査員

内部環境監査の実施

本社、全営業拠点 工場

ISO推進委員 ISO製造会社事務局

従業員

環境方針の理解、行動計画の実行、環境改善の提案など
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【環境マネジメントシステム】
　江崎グリコグループは、環境に与える影響を低減するために環境マネジメントシステムを構築し、運営しています。

「あるべき姿」と目的・目標

　環境方針から導かれる「あるべき姿」と3年を節目とした環境目的、および環境目的を達成するための単年度の

環境目標と行動計画を設定し、活動を進めています。行動計画は毎月チェックし、推進に滞りがないか確認をして

います。このことで、いわゆるPlan-Do-Check-Actionのサイクルを回しながら、環境取り組みの継続的改善を図っ

ています。

環境管理責任者

副環境管理責任者

該当部門長

グリコ 環境行動計画

業務関連 環境行動計画

部門 環境行動計画

報告

報告

報告

ブレークダウン

ブレークダウン

全社環境目的及び目標

業務関連 環境目的及び目標

部門 環境目的目標

ブレークダウン

ブレークダウン

報告

報告

報告

部門特有の著しい環境側面

自主的な取り組み

考慮

環境方針

環境影響評価 目的･目標･行動計画

実行見直し

改善

Plan

Do

Action

最高経営層　　環境方針

Check
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【ISO14001認証取得状況】
江崎グリコグループは、1999年11月大阪工場、2000年12月本社および製造工場各社、2001年11月営業拠点を含めた

全社でISO14001の認証を一括取得しました。

※福島グリコは２００３年７月に閉鎖しました
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認証取得範囲

江崎グリコグループ

全部門（全ての支店、営業所、出張所含む）

北海道グリコ株式会社（北海道恵庭市）

仙台グリコ株式会社（宮城県加美郡）

福島グリコ株式会社（福島県双葉郡）※

茨城グリコ株式会社（茨城県那珂郡）

東京グリコ株式会社（東京都大田区）

武生グリコ株式会社（福井県武生市）

三重グリコ株式会社（三重県津市）

関西グリコ株式会社（大阪市西淀川区）

神戸グリコ株式会社（神戸市西区）

兵庫グリコ株式会社（兵庫県多可郡）

鳥取グリコ株式会社（鳥取県西伯郡）

九州グリコ株式会社（佐賀県佐賀市）

グリコ千葉アイスクリーム株式会社（千葉県野田市）

グリコ兵庫アイスクリーム株式会社（兵庫県三木市）

株式会社グリコ物流サービス（神戸市西区）



【内部環境監査員による内部監査】

　江崎グリコグループの環境マネジメントシステムが、適用規格の要求事項に適合しているかどうか、法的および

その他要求事項に適合するかどうか、自ら設定した環境マネジメントシステム監査の基準に適合しているかどうか

を判断決定するため、社内外の研修により認定された127人（2003年7月4日現在）の内部環境監査員が、グループ

内の全部門を監査します。定期の内部監査では全部門を対象として、約1ヵ月かけて実施しています。

江崎グリコグループが適用する

【環境に関する主な法的およびその他要求事項】

江崎グリコグループは、法的要求事項を適用し、環境取り組みを進めています。また、それ以外にも事業所ごとに地

域で守るべき条例や協定、その他要求事項を特定し、日々遵守すべく活動しています。以下に遵守する主な法律を記

載します。

環境基本法

循環型社会形成推進基本法

全般

公害防止組織の整備に関する法律

大気汚染防止法

悪臭防止法

大気

フロン回収法

騒音 騒音規制法

振動 振動規制法

水質汚濁防止法

下水道法

水質

浄化槽法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

資源の有効な利用の促進に関する法律

容器包装リサイクル法

食品リサイクル法

廃棄物

家電リサイクル法

化学物質の規制に関する法律化学物質

ＰＲＴＲ法

安全衛生 安全衛生法

消防 消防法

ガス 高圧ガス保安法

都市緑地保全法

工場立地法

他

エネルギー使用の合理化に関する法律
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【江崎グリコグループが進める環境に関する主な活動】

◆環境に配慮して、製品を開発しています

環境にも配慮した江崎グリコ独自の製品設計システム（エコインデックス）に基づいて新製品を開発することに

より、製品が環境に与える影響を少なくするように製品設計しています。また製品を見直す際にもエコインデック

スを使用し、包装材料の減量化など製品が環境に及ぼす影響をさらに削減するように取り組んでいます。

◆省エネ・省資源取り組みを進めています

企業活動で使用する電気、水、ＯＡ紙などの使用量を管理し、削減しています。また工場などの設備を省エネ化

し、新規に設備を導入する際は環境への影響が可能な限り少なくなるように配慮しています。

◆グリーン購入を進めています

文具や営業用車両などの購入に際しては、より環境に配慮した商品の購入に努めています。

◆ゴミの減少に取り組んでいます

廃棄物の分別を進め、ごみの減少に取り組んでいます。特に生産拠点で発生する廃棄物は、限りなくゼロに近づ

けます。

◆地球温暖化を防止する取り組みを進めています

車両の排気ガスは地球温暖化の大きな要因です。物流システムや営業車を利用した営業活動の効率化で、排気ガ

スの発生を減らします。

◆従業員への環境教育に取り組んでいます

従業員が公私を通じて、環境への意識を高め、環境保全活動に積極的に取り組むように、環境教育を行います。

また2002年5月に制定したグリコグループ行動規範にも、環境に関する規範を設けています。

リンク
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【環境に配慮して、製品を開発しています】

環境にも配慮した江崎グリコ独自の製品設計システム（エコインデックス）に基づいて

新製品を開発することにより、製品が環境に与える影響を少なくするように製品設計

しています。また製品を見直す際にもエコインデックスを使用し、包装材料の減量化など

製品が環境に及ぼす影響をさらに削減するように取り組んでいます。

新製品の開発では、環境への影響をできる限り少なくなるように配慮します

　　江崎グリコでは、お客様に「おいしさ」や「健康」はもちろん、安心して、満足して召し上がっていただける製品

をお届けするように製品を開発しています。

　環境面でも、原材料から生産方法、および包装材料が廃棄されるまで、開発段階から環境に配慮して新製品の設

計を進めます。

　

製品の容器や包装を減量化します

　お客様に買っていただく製品の容器や包装は、製品を安全に、最もおいしい状態でお客様にお届けするという大

切な機能を持っています。しかし食べ終わればごみになり、焼却されたり埋め立てられたりします。

　江崎グリコは、安全でおいしさを損なわない包装素材を求めると共に、製品を見直す際には、包装方法や包装材

料にも目を向け、できるものは減量化しています。

製品の包装材料を表示し、お客様に分別しやすい情報を提供します

　江崎グリコの全製品に、包装材料、リサイクルマークを表示しています。

　製品の包装材料を捨てる際は、製品裏面の材料表示を参考に、お住まいの市区町村の定める区分に従ってくださ

い。
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【省エネ・省資源取り組みを進めています】

企業活動で使用する電気、水、ＯＡ紙などの使用量を管理し、削減しています。また工場など

の設備を省エネ化し、新規に設備を導入する際は環境への影響が可能な限り少なくなるように

配慮しています。

企業活動で使用する電力、水、ＯＡ紙を可能な限り削減します

　江崎グリコ本社では、エアコンの電気使用量を削減するために夏の間、社員のノーネクタイを推奨し、お客さま

にも趣旨をご理解いただけるようお客様ロビーに掲示を行いました。

　昼休みには、蛍光燈の消灯や使用しないパソコンのスイッチを切るようにしています。

　水の使用に関しては、工場などから出る工業用水は浄化し、トイレ等の用水として使用しています。また研究所

や食堂の水道の蛇口には節水弁を順次取り付けています。

　ファクス、ＯＡ機器、コピー機などで使用するＯＡ紙は両面印刷を励行し、片面しか印刷していない紙は、裏面

の再利用を徹底しています。

　工場では工程を見直し、生産効率を上げることで省エネに取り組んでいます。

　小さな取り組みが大きな成果に結びつくと信じています。

生産工場の設備を省エネ化します

　工場の設備の多くは電気で動いています。

　現在使用している設備を省エネ型に改善していくことで、工場で使用する電力を削減します。

　神戸グリコ（株）では1987年、エネルギーを有効に活用できるコージェネレーションシステムを神戸市で初めて

導入しました。

　2002年にはグリコ千葉アイスクリーム（株）、北海道グリコ（株）、2003年仙台グリコ(株)にも導入し、これか

らもエネルギーを有効に使用するために採用工場を増やしていく計画です。

工場に設備を導入する際は、環境への負荷が可能な限り少なくなるように配慮します

　工場の生産ラインでは多くの機械が動いています。

　2000年度に作成した「新設備導入時の環境に関する配慮基準」を活用しながら、新規に工場に設備を導入する際

は、騒音、振動、臭気、排熱など、環境に与える影響を考慮して導入を決定し、地球にやさしい工場となるよう取

り組みます。
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【グリーン購入を進めています】
文具や営業用車両などの購入に際しては、より環境に配慮した商品の購入に努めています。

会社で使用する文具を、環境配慮型にします

　江崎グリコグループでは、社内で決めた購入基準をもとに環境に配慮された文具・事務用品を選択しています。

例えば特殊な機種を除きファクスやプリンターのトナーはリサイクル品を使用しています。

ＯＡ紙は可能な限り再生紙を使用します

　一般のコピー機、ＯＡ機器、ファクスで使用するＯＡ紙は、特殊な用途を除き再生紙を使用しています。

　地球レベルで緑を大切にする運動が活発になっています。再生紙を使用することで世界の緑を大切にしていきま

す。

営業用の車両は環境配慮型のものを導入し、環境にやさしい運転に全社で取り組みます

　現在わが社は、約800台の車両を使用し営業活動をしています。

　営業用の車両は、燃費効率のよい省エネ型車両や、廃車の際にリサイクルできる部品を使用した環境配慮型です。

　またていねいな運転を心がけ、車両を大切にすることで使用期間を延ばし、限られた資源を大切にします。

工場に納入される原材料の梱包材料から、塩素系の素材を全廃しました

これまで原材料の梱包材料の一部に、塩素系の梱包材料が使用されていました。

お取引先さまに働きかけたことで、2002年度中に全廃することができました。

(※)製品の包装材料にも塩素系素材は使用していません
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【ゴミの減少に取り組んでいます】
廃棄物の分別を進め、ゴミの減少に取り組んでいます。特に生産拠点で発生する廃棄物は、

限りなくゼロに近づけます。

江崎グリコ全体でゼロエミッションを目指します

（生産拠点では2003年度中にゼロエミッションを目指します）

事務所には分別ステーションを設置し、細かい分別を進めています。紙類や金属類はすべて再生にまわるほか、

可燃物についてはサーマルリサイクルでの利用を進めていきます。本社の敷地内では特定の日にシュレッダー搭載

車を構内に設置し、いっせいに機密書類を裁断し、再生紙の原料としています。

　毎日約500人が食事をとる本社敷地内のグリコプラザでは、生ゴミを堆肥に変える設備を導入しています。これ

によりグリコプラザで発生するすべての生ゴミをなくすことが可能になりました。

原材料の梱包材料はリユースする方向で検討実施し、工場からの廃棄物を削減します

　工場に原材料が納品される時は、いろいろな材質の梱包材料が使用されています。

　納入する業者のみなさんに、環境にやさしい梱包材料の使用を求めるのと同時に、リユース可能な梱包容器を使

用し、再利用してもらうよう働きかけています。
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【地球温暖化を防止する取り組みを進めています】
車両の排気ガスは地球温暖化の大きな要因です。物流システムや営業車を利用した営業活動の

効率化で、排気ガスの発生を減らします。

効率的な物流システムを作り、地球温暖化防止に努めます

　車両から発生する排気ガスは地球温暖化の大きな要因で、全世界で削減が求められています。

　一軒のお得意先さまに複数のメーカーから何台ものトラックが納品に行くのでは、燃料をより多く消費し、ＣＯ

２などが増えることになります。

　江崎グリコでは一部地区で同業他社と配送センターに商品を集め、そこから卸店やスーパーなどのお得意先さま

に製品をお届けしています。

営業車の燃費を向上させ、ＣＯ２の削減に努めます

　ハンドルを握る全従業員で、急発進や急加速、空ぶかしや不必要なアイドリングを控え、省エネ運転を心がけま

す。

　社内ポスターや社内誌で周知を進めています。

生産拠点での廃棄物の焼却を中止しました

　地球温暖化防止やダイオキシン発生のリスク低減のため、生産拠点に設置されていた小規模の焼却炉を全廃し、

生産拠点内での焼却を取りやめました。

江崎グリコで使用しているフロンを全廃します

　地球を取り巻くオゾン層を破壊し、皮膚がんの発生を高めるといわれるフロンガスの使用を取りやめる計画を策

定しました。

フロンに代わる冷媒の研究・開発を踏まえ計画を進めていきます。

江崎グリコ

Ａ社

Ｂ社

配送センター

卸店

スーパー
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【従業員への環境教育に取り組んでいます】
従業員が公私を通じて、環境への意識を高め、環境保全活動に積極的に取り組むように、

環境教育を行います。また2002年5月に制定したグリコグループ行動規範にも、

環境に関する規範を設けています。

全社員で環境保全活動に取り組みます

　グリコグループ行動規範には、「私たちは、環境にやさしい企業活動を推進します」と明記してあります。

新入社員教育をはじめ、各種勉強会、研修などを通じて社員向けの環境関連の教育を進めています。環境保全の

ために社内誌や掲示などを活用し、環境に対する意識を高揚し啓蒙活動を進めます。

　通信教育を利用した、全従業員向けの環境教育も推進しています。

江崎グリコ全体の環境取り組みを公表します

2000年2月、江崎グリコグループ環境方針が制定され、3月にはホームページに環境方針、主な活動を掲載しまし

た。

これからも引き続き、江崎グリコの環境取り組みを公表していきます。
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【2002年度の取り組み内容・目標と成果】

１．環境に配慮した製品の開発
内　　容 目　　標 結果・達成率 評価 単位

製品の容器包装減量化 包材の重量減量率

2.7%削減

2.8% ○ 減量率(%)=規格変更による目標年度総

増減重量÷1998年度規格の目標年度総

排出重量

製品規格は、環境への負

荷が可能な限り少なくな

るように行う

環境に対する製品評

価システムの完成

環境に対する製品

評価システム「エ

コインデックス」

の完成。運用

○

２．省エネ・省資源取り組み
内　　容 目　　標 結果･達成率 評価 単位

電気の使用量の削減 3.7％以上削減 6.4％ ◎ 原単位（量／生産金額）1998年度

比

水の使用量の削減 　 14.4%以上削減 19.3% ◎ 原単位（量／生産金額）1998年度

比

OA紙の削減 12.7%以上削減 18.1% ◎ 絶対量　1998年度比

既存の高負荷設備の洗出、省エ

ネ化

5件実行 5件 ○ 件数

３．グリーン購入を進めています
内　　容 目　　標 結果・達成率 評価 単位

営業車を環境配慮型の車両

にする

購入車両の70％を省エ

ネ型車種にする

77% ◎ 台数比

購入する文具を環境配慮型

にする

文具の72%以上を環境配

慮型にする

84% ◎ 環境配慮型文具の購入金額比

塩素系の原材料梱包材を全

廃する（※）

100%廃止 100% ○ 件数　2000年度比

(※)製品包材には塩素系素材は使用していません

４．ゴミの減少に取り組んでいます
内　　容 目　　標 結果・達成率 評価 単位

江崎グリコ全体でゼロエ

ミッション化する（生産

拠点では03年度中にゼロ

エミッションを達成す

る）

発生量を45.9%以下にする 61.5％ ×
(※)

原単位 （量/生産金
額）
2000年度比

原材料梱包材を可能な限

り少なくする

原材料梱包材のリユース化　５
件

６件 ○ 件数

※営業部門から排出される廃棄物のリサイクルが計画通り進みませんでした。また製品回収・廃棄分３６６トンが

あり、目標を達成できませんでした。
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５．地球温暖化を防止する取り組みを進めています
内　　容 目　　標 結果･達成率 評価 単位

効率的な物流システムの構

築

全国での共同配送実施

52%以上

52% ○ 共同配送された製品の

金額比

営業車を利用した営業活動

の効率化による燃費向上

4.6%以上 5.9％ ◎ 2000年度比

生産拠点内の焼却炉の廃止 全廃 全廃 ○ 　　　

フロン全廃計画の策定 完成 完成 ○ 　

６．従業員への環境教育に取り組んでいます
内　　容 目　　標 結果・達成率 評価 単位

従業員が環境保全に積極的

に取り組む

効率的な環境教育シス

テムの作成

「ISO教育体系（案）」を

改訂し、「ISO教育手順書」

を作成

○
　

取り組み範囲：日本国内の江崎グリコグループの全拠点

評価の基準：結果・達成率が目標に対して１０％以上高いものを◎で表しています

　　　　　　結果・達成率が目標どおり、および達成率が１０％未満のものを○で表しています

　　　　　　結果・達成率が目標に達していないものを×で表しています
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【2002年度環境取り組み「物質・エネルギー等の環境負荷の状況」】

原料 包装材料 主なエネルギー･資源

電気（千kwh） 71,533

水(千m3) 1,161

ガス(千m3) 5,294

重油(千kl) 7.3

灯油(千kl) 1.1

OA紙（トン） 56

　　　　　　　　江崎グリコグループ

NOx SOx 廃棄物の排出および再利用

再資源化（トン） 廃棄（トン）

7,500 2,875
再資源化率

72.3％

廃　水

東京グリコ（株）、関西

グリコ（株）、九州グリ

コ（株）は約15％を再利
用した後に廃水していま

す。

製
品

お
客
様

消
費

営業活動

ガソリン

（千ｌ）

1,058

CO2

-18-



【2002年度　主な関連会社の環境負荷の状況】

北海道

グリコ

仙台

グリコ

福島

グリコ

茨城

グリコ

グリコ

千葉

アイス

クリーム

東京

グリコ

三重

グリコ

所在地
北海道

恵庭市

宮城県

加美郡

福島県

双葉郡

茨城県

那珂郡

千葉県

野田市

東京都

大田区

三重県

津市

代表者 岡本二郎 冨野芳明 － 加藤克佳 福本憲二 足立和博 中田洋治

主な生産品目 菓子 食品 --- 冷菓 冷菓 菓子 冷菓

電気(ｋｗｈ) 3,269,739.0 2,108,590.0 1,464,810.0 7,337,970.0 7,695,678.0 7,962,271.0 6,316,730.0

水(ｍ３) 72,213.2 142,370.0 11,837.0 142,114.0 199,310.0 42,243.0 80,493.0

ガス(ｍ３) 216,652.3 153.6 68,497.0 277.3 67.4 691,691.0 267.1

重油(ｋL） 153.0 481.2 116.7 1,351.8 1,390.5 0.0 1,381.4

灯油(ｋL） 4.0 0.0 0.0 340.2 0.6 0.0 1.2

ガソリン(ｋL） 8.1 0.6 3.9 0.6 0.8 0.0 0.3

OA紙(ｋｇ） 185.1 365.4 71.0 353.5 485.8 682.7 345.0

環境配慮文具購入率

(％)
100.0% 95.0% 98.8% 95.0% 82.0% 80.0% 100.0%

リサイクルOA紙購入

比率(％)
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

廃棄物（トン） 307,448 420,796 190,431 731,892 566,110 314,483 739,844

再資源化量（トン） 298,157 404,908 167,191 682,317 527,800 275,451 691,594

再資源化率（％） 97% 96% 88% 93% 93% 88% 93%
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武生

グリコ

関西

グリコ

神戸

グリコ

グリコ

兵　庫

アイス

兵庫

グリコ

鳥取

グリコ

九州

グリコ

所在地
福井県

武生市

大阪市

西淀川区

神戸市

西区

兵庫県

三木市

兵庫県

多可郡

鳥取県

西伯郡

佐賀県

佐賀市

代表者 堀秀次 村上泰民 櫻井博之 水田和弘 川畑照男 新居和良 西口尚志

主な生産品

目
菓子 菓子 菓子 冷菓 菓子 菓子・食品 菓子

電気

(ｋｗｈ)
5,817,048.0 6,285,963.0 21,833,079.0 7,579,385.0 2,411,176.4 3,867,000.0 4,430,268.0

水(ｍ３) 87,266.0 33,076.0 100,273.0 135,820.7 13,009.6 41,821.0 32,971.0

ガス(ｍ３) 102,990.2 1,152,409.0 2,814,828.0 448.0 1,118.4 14,282.4 166,969.3

重油(ｋL) 0.0 0.0 0.0 1,725.4 200.0 493.8 0.0

灯油(ｋL) 689.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ガソリン

(ｋL)
0.1 1.6 0.0 2.1 0.7 0.8 1.0

OA紙(ｋｇ) 383.0 372.0 1,685.0 498.0 210.0 246.8 802.0

環境配慮文

具購入率

(％)

83.0% 85.0% 90.0% 77.0% 100.0% 89.0% 91.0%

リサイクル

OA紙購入比

率

(％)

100.0% 　100.% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

廃棄物

（トン）
399,963 401,574 1,105,245 1,653,679 105,505 330,423 323,514

再資源化量

（トン）
326,682 375,133 1,083,514 1,641,789 102,022 328,491 300,965

再資源化率

（％）
82% 93% 98% 99% 97% 99% 93%

※福島グリコは２００３年７月に閉鎖しました
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【2002年度　物質・エネルギー等の環境負荷低減活動の効果】

※2000年度報告に関西グリコの実績を加えました
※※コージェネレーションシステムによる発電量を除く

※※※コージェネレーションシステムの導入により、重油の使用量が増加しました

廃棄物の排出および再利用 2002年度 対前年 200１年度※ 2000年度
再資源化（t） 7,500 121.8％ 6,158 5,436

廃棄（ｔ） ※※2,875 105.3％ 2,728 3,189

再資源化率（％） 72.3％ 69.3％ 63.0％

※２００１年度の実績から営業関連の廃棄物を合算しました。

※※再資源化されなかった廃棄量は、０１年度に比べ１４７トン増加していますが、この中には製品回収・廃棄分３

６６トンが含まれます。

主なエネルギー・物質 2002年度 対前年 2001年度 ※2000年度
電気（千kwh）※※ 71,533 92.2％ 77,610 88,110

ガス（千ｍ３） 5,294 108.2％ 4,894 5,108

重油（千kl） ※※※7.3 123.7％ ※※※5.9 3

灯油（千kl） 1.1 100％ 1.1 1.6

ガソリン（kl） 1,058 104.5％ 1,012 1,078

水（千m3） 1,161 92.9％ 1,250 1,245

ＯＡ紙（ｔ） 56 95％ 59 64
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【2002年度　環境保全　費用および経済効果】

環境活動を進め、以下のような費用が発生し、経済的効果がありました。

環境保全コスト（単位：千円）

分類 主な取り組みの内容 費用

生産・サービス活動により事業エリア内に

生じる環境負荷を抑制するための環境保全

コストおよび社会活動における環境保全コ

スト

公害防止、地球環境保全、再資源化費

用※、資源循環、緑地整備、工場周辺・

構内清掃

250,062

生産・サービス活動に伴って上流または下

流で生じる環境負荷を抑制するためのコス

ト

容器包装再商品化委託費用

容器リサイクル関連団体負担金

148,266

管理活動における環境保全コスト ISO14001認証取得、運用費用 589

合計 398,917

※今年度から再資源化費用を合算しました

環境保全対策に伴う経済効果（単位：千円）

効果の内容 総額

廃棄物再資源化による有価物の売却益 1,593

エネルギー費用対前年度削減額 47,513

廃棄物処理費用対前年度削減額※ ▲70,412
合計 ▲21,306

※ 生産会社の焼却炉全廃や製品回収・廃棄などにより、排出物量が前年度に比べ１,４８９トン増加し、処理費用も
単価が上昇したために増加しました。

集計範囲：日本国内の江崎グリコグループの全拠点
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【2002年度コミュニケーションの実態】
江崎グリコグループでは、お客様相談室でお客様からのご意見、ご要望を承っています。

2002年度は、電話、お手紙、電子メールなどで環境取り組みに関する申し出を、67件いただきました。

環境に関する申し出　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ内訳

2002年度　法令違反と罰則など

７月にグリコ千葉アイスクリーム（株）において、排水水質（ＢＯＤ）の基準値オーバーによる県からの指

導を受けましたが、その後すぐに応急対策をとり復旧しました。また０３年度に設備改造を行い、抜本対策

をとります。

素材・材質

リサイクル

取り組み内容

取り組み姿勢

包装規格

過剰包装

その他

問い合わせ
意見・提案
苦情
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【2003年度の目標と3年後の目標】

１．環境にやさしい製品設計
内　　容 2003年度の目標 単　　位 3年後の目標

製品の容器包装を減量

化する

製品の容器包装減量化

を、アイテム数の5％実
施する

アイテム数比(減量化ア
イテム数/全アイテム数

製品の容器包装減量化

を、アイテム数の15%実
施する

２．省エネ・省資源取り組み、地球温暖化防止取り組み
内　　容 2003年度の目標 単　　位 3年後の目標

企業活動で使用するエ

ネルギーや資源を可能

な限り削減する

使用するエネルギー・

資源を削減する

01年度比
エネルギー　1.3％以上
削減

水　7.9％以上削減
ＯＡ紙　3.1％以上削減

エネルギー：原単位〔電

気、重油、ガス、ガソリ

ン、灯油使用の熱量換算

値 (GJ)/ 生 産 金 額 ( 億
円)〕、水：原単位(量/生
産金額)、OA紙：絶対量

使用エネルギー・資源を

削減する　01年度比
エネルギー2.5%以上削
減

水10%以上削減
OA紙6.5%以上削減

３．グリーン購入の実施
内　　容 2003年度の目標 単　　位 3年後の目標

購入文具を環境配慮型

にする

購入文具・OA機器の79%
を環境配慮型にする

購入金額比[環境配慮型
文具の購入金額/購入文
具の総購入金額]

購入文具の80%以上を環
境配慮型にする
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４．ゴミゼロ取り組み(ゼロエミッション)
内　　容 2003年度の目標 単　　位 3年後の目標

遊休原材料の発生を

可能な限り少なくす

る

遊休原材料を実態把握、

分析し、削減計画を作成

する

絶対金額 遊休原材料を削減する。

発生量を03年度の80%以
下にする

江崎グリコ全体でゼ

ロエミッション化す

る　（工場部署は03
年度中にゼロエミッ

ションを達成する）

廃棄物を減量する　発

生量を01年度比94.5%削
減する。全製造会社で、

ゼロエミッションを達

成する

絶対量比%：[再資源化
量(kg)/(産業廃棄物＋一
般廃棄物＋有価物)排出
量(kg)]
※

廃棄物を減量する　発

生量を01年度比94.6%削
減する。製造会社は、

排出物（再資源化物＋

非再資源化物）を01年
度比80%以下にする

廃棄販促物を削減

し、資源の有効活用

を図る

廃棄販促物を削減す

る。発生量を01年度の
88%以下にする

絶対量 廃棄販促物を削減す

る。発生量を01年度の
78%以下にする

製品廃棄物を削減

し、資源の有効活用

を図る

製品廃棄物を削減す

る。発生量を01年度の
113%以下にする※※

原単位［量/販売金額］ 製品廃棄物を削減す

る。発生量を01年度の
80%以下にする

原材料梱包材を可能

な限り少なくする

リユースの研究、立案 件数 原材料梱包材のリユー

ス１０件実行

※ 焼却時に廃熱回収あるいは、焼却灰を有効利用された場合は、再資源化に含みます。江崎グリコで

は、99.5%以上をもってゼロエミッション達成としています。
※※　この目標には、当初の削減目標95％に、０３年６月のガム回収による発生量を含んでいます。

５．環境教育
内　　容 2003年度の目標 単　　位 3年後の目標

社員が環境保全に積極

的に取り組む

本社敷地内社員へ環境

保全啓発普及に努める

------------------------ 効率的な環境教育シス

テムの作成

取り組み範囲：日本国内の江崎グリコグループの全拠点
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【主な環境取り組みの歴史】
　江崎グリコグループでは、工場における公害防止取り組みやガスタービンよるコージェネレーションシス

テムの導入など、環境に関する活動に取り組んできましたが、全社的な活動としては1991年の環境問題対策
委員会の発足をきっかけにスタートしています。

　これからも江崎グリコグループの企業活動が持続可能な環境保全型社会に貢献できるよう取り組んでまい

ります。

1987年
10月　神戸グリコ（株）にコージェネレーションシステムを導入
1991年
7月　環境問題対策委員会

1994年
9月　本社・大阪工場、節水対策強化月間スタート

1996年
2月　東京工場の電気設備が関東地区電気使用合理化委員会から最優秀賞、電気安全関東委員会から

優秀賞を受賞

1999年
2月　九州工場がエネルギー管理優良工場として九州通産局長賞を受賞
7月　環境問題対策委員会を改称して環境委員会・ISO14001認証取得部会が発足
11月　大阪工場が環境マネジメントシステムISO14001認証を取得
2000年
2月　｢江崎グリコグループ環境方針｣を発表
6月　三重グリコ（株）とグリコ兵庫アイスクリーム（株）にコージェネレーションシステムを導入
12月　本社および全製造会社で環境マネジメントシステムISO14001認証取得
2001年
6月　茨城グリコ（株）にコージェネレーションシステムを導入
11月　営業拠点を含めた全社で環境マネジメントシステムISO14001認証取得
2002年
2月　環境委員会・ISO14001認証取得部会をISO14001推進部会と改称
6月　グリコ千葉アイスクリーム（株）にコージェネレーションシステムを導入
12月　北海道グリコ（株）にコージェネレーションシステムを導入
2003年
5月　仙台グリコ（株）にコージェネレーションシステムを導入
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